
平成１７年８月３日作成

代表者 電　話

所在地

電　話

設立年月日

ホームページ
アドレス

事業内容

１　出資等の状況（Ｈ17.4.1現在） （単位：千円,位）

109,100

出資（出捐）額
出資（出捐）

割合
出資（出捐）

順位
備考

60,000 55.0% 1

40,000 36.7% 2

9,100 8.3% 3

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

２　社員（会員）の状況(社団法人のみ）（Ｈ17.4.1現在）

社員数

県

市町村

国又は政府系機関

民間法人

その他

団体名 財団法人千葉県消防協会 県所管課 総務部消防地震防災課

千葉県

市町村

出資（出捐）者

その他

資本金（又は出捐金）

会長　　増田　榮司

０４３－２６３－９８８５

昭和23年6月21日

http://www14.plala.or.jp/chisyo/toppage/

千葉市中央区仁戸名町６６６－２

消防職団員の福祉厚生、消防施設の改善充実、消防
知識の向上及び消防活動の強化等を図るとともに、消
防思想を普及徹底することを目的に、防災思想普及事
業、教養訓練事業、弔慰救済事業、報償事業等を実施
している。

主な者

千葉県による公社等外郭団体に関する情報公開

社員総数

区　　　　　　分

内
訳

地方公共
団体

０４３－２２３－２１７９



３　財務状況　※

(１)貸借対照表から
（単位：千円）

項　　　目 １４年度 １５年度 １６年度

総資産 154,065 157,725 162,615

負　債 1,140 1,172 1,112

資　本 152,925 156,553 161,503

累 積 損 益 43,825 47,453 52,403

（２）損益計算書 （単位：千円）

項　　　目 １４年度 １５年度 １６年度

総 収 入　　（＝売上高＋営業外収益＋特別利益） 118,053 119,258 115,401

経 常 損 益 2,443 3,626 4,950

当 期 損 益 2,443 3,626 4,950

減価償却前当期損益　　　　 3,511 5,484 6,469

４　年度末借入金残高等の状況 （単位：千円）

　　　項　　　目 １４年度 １５年度 １６年度

借 入 金 残 高　　　　　     

うち県からの借入金残高

うち県以外からの借入金残高

※公益法人については、次のとおり公益法人会計基準に読み替える。

〈貸借対照表〉　資本⇒正味財産の部合計

　　　　　　　　　　累積損益⇒基本金等を除く正味財産額

〈損益計算書〉　損益計算書⇒収支計算書及び正味財産増減計算書

　　　　　　　　　　総収入（＝売上高＋営業外収益＋特別利益）⇒総収入（＝当期収入合計－借入金

　　　　　　　　　　収入等（損益に無関係の項目））

　　　経常損益⇒当期正味財産増減額－（特別損益項目の資産の増減＋特別損益取引

　　　に係る当期収支差額）

　　　当期損益⇒当期正味財産増減額

　　　減価償却前当期損益⇒当期正味財産増減額（減価償却を行っている場合は、減価

　　　償却費を加える）

うち県の債務保証又は損失補
償の対象となる借入金残高



５　県の財政支出の状況
（単位：千円）

項　　目 目的、内容、算出根拠等 １４年度 １５年度 １６年度

委　託　料   　　

防災センター管理運営委
託
来館者案内業務,防災資
料・資機材の貸し出し業務

66,746 63,546 62,789

補助金･交付金・
負担金

消防振興事業補助金
防災思想普及・教養訓練
等
消防会館補修費補助金

9,000 8,000 8,000

その他
（利子補給・税の
減免額・出資金・
貸付金・その他）

合　　　計 75,746 71,546 70,789

（単位：人）

１４年度 １５年度 １６年度

常勤役員数   3 2 2

うち県退職者 3 2 2

うち県派遣職員

常勤職員数  3 3 3

うち県退職者 0 0 0

うち県派遣職員

項　　目

　　　６　役職員の状況（各年度７月１日現在）



７　事務事業の見直しの状況

（参考）公社等外郭団体の見直し概要（千葉県行政改革推進本部決定）

改革方針

改革の期間

改革の概要

改革の効果

改革に伴う
課題

その他

　行政改革の一環として、県内に２カ所ある防災センターのうち、昭和６０年に開所し、老朽化が著し
い中央防災センターの展示部門を休止し、県の防災啓発普及業務を松戸市にある「西部防災セン
ター」に集約することとなった。
　平成１６年度から中央防災センターの展示部門を休止することに伴い、西部防災センターの来館
者数が増加することが見込まれ、防災知識の普及啓発を一層充実させる必要がある中、更なる経
費の節減に加え、西部防災センターには県職員が常駐しないこととしたため、消防防災に精通して
いる（財）千葉県消防協会に運営を全面的に委託することとした。
　なお、消防会館補修費補助金は、平成１４年度をもって廃止したところです。

経営改善

平成１５年度～平成１７年度

 県委託事業の見直しを行い、役職員等の見直しを行う。
１　西部防災センター業務の再委託の廃止・県直接発注の検討。（Ｈ１６年度）
２　防災センター業務従事者等役職員の見直し。（Ｈ１７年度～）
３　消防会館補修費補助金の廃止。（Ｈ１５年度）

　団体の内部管理経費の削減が見込まれ、また、県の委託料も毎年７百万円程度削
減される見込み。
　一部補助金の廃止により、百万円の県負担の削減。


